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１．事業所の概要と計画の推進体制
	(ﾌﾘｶﾞﾅ)

法人名
	シャカイフクシホウジンラポール
社会福祉法人ラポール

	(ﾌﾘｶﾞﾅ)

事業所名
	マルシェ
マルシェ

	(ﾌﾘｶﾞﾅ)

管理者名
	イシミ オサム
石三 修

	事業所住所
	〒879-7763
大分市大字下戸次字中姉子1253番


	連　絡　先
	TEL ： 097-586-7272

	
	FAX ： 097-586-7282

	
	E-mail ： rapports@bun.bbiq.jp

	事業所種別
	■就労継続支援B型

■その他（　就労移行支援　）

	定　　員
	44　人
	現 員 数

（H　27年　5月）
	60　人


	工賃向上計画の推進体制
	役割
	担当者名
	役職等

	
	総括責任者
	石三 修
	施設長

	
	工賃向上責任者
	三好　幸一
	サービス管理責任者

	
	作業開拓担当者
	飯田　智高
	職業指導員

	
	商品開発担当者
	藪井　雅子
	生活支援員

	
	販路開拓担当者
	平山　美奈
	職業指導員

	
	作業力向上担当者
	羽田野　雄太
	生活支援員

	
	企業連携担当者
	赤木　雅俊
	就労支援員

	
	（決裁権者）
	統括責任者と同じ
	


２．売上金額・工賃の現状と引き上げ目標
	
	平成26年度
	平成27年度
	平成28年度
	平成29年度

	年間総売上高(A)
	19,604,459円
	20,303,978円
	20,981,424円
	21,669,953円

	年間総原価(B)
	8,991,159円
	9,311,978円
	9,622,674円
	9,938,453円

	年間工賃支払総額(C)

A-B
	10,613,300円
	10,992,000円
	11,358,750円
	11,731,500円

	年間延べ人数(D)
	月　額
	675人
	700人
	720人
	740人

	
	時間額
	52,025人
	52,500人
	53,000人
	53,500人

	平均工賃額(E) 

C÷D
	月　額
	15,723円
	16,000円
	16,250円
	16,500円

	
	時間額
	204円
	209円
	218円
	226円


　

３．各事業の現状、課題と方向性
	作業名
	作業の内容
	課題と方向性

	パン製造
	・パンの製造、包装
・販売
	利用者増加に伴い、一人当たりの作業量が減少している。繁忙期と閑散期の差が大きく、一日あたりの作業量や月あたりの売上が安定しない。

	クッキー製造
	・クッキーの製造
・販売
	利用者増加に伴い、作業スペースが狭く、利用者さん同士のトラブルの原因になりつつある。支援度の高い利用者さんも在籍している為、衛生管理や品質維持に費やす労力が大きくなっている。

	クッキー包装作業
	・クッキーの包装
・菓子ギフトの製造
	静かな環境でしか作業できない利用者さんが多く在籍されている。人間関係の構築が苦手な方やコミュニケーションが苦手な方の居場所となっている為、今の環境を維持していきたい。

	ワーク作業

（軽作業）
	・野菜の皮むき
・納品書のハンコ押し
	他の利用者さんと一緒に過ごすことが難しい利用者さんが複数在籍している為、作業に集中して取り組むことが出来ていない。作業になかなか参加できない利用者さんもいる、作業内容の見直しも必要。

	分別作業
	・ゴミの仕分け作業

・弁当容器リサイクル作業
	従事する利用者さんや職員が少ない為、常に仕事に追われている状態。また、参加されているが、仕事をこなせていない利用者さんもいる。

	メンテナンス作業
	・除草作業
・選定作業

・アパート等の清掃作業
	従事する利用者さんが著しく少なく、新たな仕事を受注することが出来ない。
仕事の依頼はある。

	農作業
	野菜作り
除草作業
	新しい作業品目としてスタートしたばかり。参加される利用者さんを増やしていくこと、売上を出し、工賃へ結びつけることが課題。


４．目標達成に向けた取組
	工賃向上に向けた事業所の考え方
	利用者さんが増加しているが、売上自体は伸び悩んでいる。各作業班の売上を向上させるだけでなく、新しい作業品目の開発が必要。また、特定の作業品目に依存することなく、バランスの取れた売上体系を目指す。

	取り組むべき課題
と基本的な方針
	売上の大部分を占めている「パン・クッキーの製造」は作業スペースや機材の問題上、大幅な売上増は見込めない為、新しい作業品目の開発が必要である。但し、価格の見直しや原価率を下げるなど、改善すべき点は多い。また、繁忙期など作業量が増えた場合に職員に依存する場面が多く見られる、利用者さんの作業技術・体力の向上を図ること、またその支援力を職員が身につけることが売上向上（作業量増大・販路拡大）に繋がると考える。よって、以下を重点課題とする。
① 農作業の確立（新規作業品目）
② 新しい作業品目の開発（ゆっくりとしたペースで行える受託作業等）
③ 安定した売上の確保
④ 販売価格等の見直し（原価率、在庫処理、材料の見直しなど）
⑤ 作業技術、体力の向上（職員の手から利用者さんの仕事へ）


	目標①
	農作業の確立（新規作業品目）

	理由
	売上の大部分を占めている「パン・クッキーの製造」は作業スペースや機材の問題上、大幅な売上増は見込めない為、新しい作業品目の開発が必要である。昨年、農地を購入し、新しい作業品目として「農作業」に取り組む予定である。

	課題解決の方法
	1 農作業専従職員の決定
　片手間ではなく、農作業のみに専従できる担当職員を決定する。また、農業に詳しい、新たな職員を補充する。

2 農業の基本研修

　生産可能な作物やその方法など、基本的な事項を学ぶ。

3 販売方法と販路の情報収集

　販売方法や販路の情報収集、また許可申請や手続き等を学ぶ。
4 利用者さんへの周知、指導

　利用者さんに知ってもらい、作業参加を促す。また、実際に実施可能な作業を見つけ、支援・指導する。

5 倉庫、機材の設置と準備

　作業に必要な備品類を購入、設置する。

	目標達成のために必要なもの
	・農作業で実績を上げている施設等の情報。
・販売や販路に関する情報。


	目標②
	新しい作業品目の開発（ゆっくりとしたペースで行える受託作業等）

	理由
	障害の特性上、ルーチンワークを得意とする利用者さんは多い。納期や単価の問題はあるが、ゆっくりとしたペースで毎日一定の作業量と成果が見込める受託作業等の新しい作業品目の開発・受注が必要である。

	課題解決の方法
	1 作業品目開発担当者の決定
　開発担当者を決定し、期限を決めて「作業開発」に取り組む。

2 障害特性の把握

　障害特性を理解・把握し、強みを生かせる作業を検討する。
3 情報の収集

　受託作業等の情報を収集する。

	目標達成のために必要なもの
	・受託作業等の情報。

・障害特性把握の為の勉強会。

	目標③
	安定した売上の確保

	理由
	パン・クッキー製造では、月あたりの作業量の変動が大きく、また一日あたりの作業量の変動も大きい。繁忙期と閑散期の差が大きく、モチベーションや品質の低下、また工賃の増減に繋がり、不満や不安の原因にもなっている。

	課題解決の方法
	1 繁忙期と閑散期の洗い出し（年間、週間、一日あたり）
・繁忙期と閑散期を洗い出し、作業を増やす時期を確認する。
・新たに受注可能な時期を洗い出す。
2 計画的なイベント参加

　イベント参加を計画的に行い、優先順位をつけることで、より大きな売上を目指す。

3 販路の開拓
　新しい販路を増やし、売上が著しく減少することを防ぐ。

4 工賃算定の見直し

　繁忙期と閑散期の売上変動による、工賃額の変動を緩和する方法を検討する。

	目標達成のために必要なもの
	・販路開拓担当者の決定。
・営業会議の発足。
・年間イベントスケジュールの把握。


	目標④
	販売価格等の見直し（原価率、在庫処理、材料の見直しなど）

	理由
	商品を作ることで精一杯となっており、価格の見直しや原材料の検討まで手がまわっていない。見直しをすることにより、売上向上に繋がると思われる。

	課題解決の方法
	1 定期的な検討会議の実施
　定期的な検討会議を実施し、販売価格や原価率、メニュー等を検討する。また、検討会議の年間スケジュールを確定し、会議で検討すべき事項と担当者を決定する。

2 売上や原価率、たな卸し等の基本知識を学ぶ。
　学習会を実施する。

	目標達成のために必要なもの
	・基本知識の学習会。
・市場調査。


	目標⑤
	作業技術、体力の向上（職員の手から利用者さんの仕事へ）

	理由
	作業技術や作業体力が向上することで、新たな作業品目への取り組みや受注できる作業種や量も広がりが見込める。また、利用者さん増加に伴い一人当たりの作業量が減ってきている一方、繁忙期では職員主体の作業体制が見られる。

	課題解決の方法
	1 全体会議の実施
　職員体制や作業班の見直しを行い、作業に集中して取り組める体制・状態を作る。

2 組織的な支援体制の確立

　各作業班の責任者を明確にし、受注やその方法等の決定プロセスを透明化する。

3 作業技術や体力の向上

　職員間によるスーパーバイザーや一時的な配置転換等による支援力の向上を図る。

	目標達成のために必要なもの
	・組織作りの為の情報。
・企業や他の施設への見学。


５．希望する支援策　〈希望する項目に○印を付け、具体的な支援内容を記入〉
（　○　）中小企業診断士等の専門家の派遣によるアドバイス

	・販路開拓、顧客維持のためのアドバイス

・安全衛生上、注意すべき知識のアドバイス

・クレーム処理のアドバイス


（　○　）工賃向上に向けた職員の意識改革、先進事例の紹介

	・先進施設の実践報告。
・先進施設の見学。


（　○　）販売・営業スキル等を向上させるための研修
	・基礎知識研修。


（　○　）共同受注の推進
	・各施設内で作業可能な品目の紹介。


（　○　）地域の産業界等との連携、協働
	・下請け作業、受託作業の紹介。
・下請け作業、受託作業を実践し、工賃向上を達成されている施設の見学。


（　○　）販路拡大のための支援
	・他のイベントへの販売会としての参加。


（　　　）その他
	


目標工賃





目標工賃





スタート工賃








